
ＡＬｉＣＣ工法
（低改良率セメントコラム工法））
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（独）土木研究所

つくば中央研究所 施工技術チーム

招聘研究員 阪上最一

本日の内容

1. ＡＬｉＣＣ工法

2. 工法の特徴

3. 模型実験
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4. 設計方法

5. 施工事例

6. 今後の取り組み

1．ALiCC工法
盛土材のアーチ効果を考慮することにより

改良率の低減（３０％以下）

を実現した深層混合処理工法です。
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アーチ効果で杭負担応力低減

荷重の流れ
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従来盛土荷重は、全部改良体に作用した！

「改良柱体の造成方法」

特許第3742317号

○特許
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「地盤改良のためのALiCC工法マニュア
ル」

平成19年1月 鹿島出版会

○マニュアル

• 開発主体

（独）土木研究所材料地盤研究Ｇ（土質）

基礎地盤コンサルタンツ（株）

（株）キタック

（株）不動テトラ
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• ALiCC工法実施権保有者（平成23年10月現在）

（株）不動テトラ，本間技建（株），

三信建設工業（株），日特建設（株）

みらいジオテック（株），小野田ケミコ （株）



２．工法の特徴
工期が

短縮できる
コスト縮減が
期待できる

ALiCC工法
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変形抑制できる
沈下がコントロール

できる

ALiCC工法

従来工法との比較

盛土中央で大きな押出力
→盛土周辺部に側方変形

不同沈下により段差
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盛土直下を全面的に改良
→盛土直下の圧密沈下・

側方変形の抑制

改善効果（例）

●工期

最大70％短縮が期待できます
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●コスト

30％程度のコスト縮減が期待
できます

改良形式
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ＡＬｉＣＣ工法着底型

ＡＬｉＣＣ工法浮き型

補助工法の適用①ジオテキスタイル工法補助工法の適用①ジオテキスタイル工法
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ジオテキスタイル

補助工法の適用②表層混合処理工法

表層混合処理工法
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表層混合処理工法



３．模型実験

2.0m

14.0m

盛土
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油圧ジャッキ 底版

2.0m盛土
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1.0m0.3～1.8m
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４．設計方法
改良仕様の設定

改良柱体直径、間隔、長さ、強度

浅層改良工法を併用する場合は、浅層改良強度、改良厚
さ

ジオテキスタイル工法を併用する場合は、ジオテキスタ
イル規格

Public Works Research Institute
18

安定の検討

仕様の決定

OK

OK

NG

NG

改良柱体強度の検討

沈下量の検討

NG

OK



盛土盛土高 He

円弧すべりに対する安全率を確保できるように浅層改良強度、厚さを確保する。その際、無処理部分は、圧
密による強度増加を考慮しない。

Public Works Research Institute

基盤層

改良体
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浅層改良厚Hsi

改良体長 L

軟弱層

改良体

無処理部の体積
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主新潟港横越線-2

県道九田小島谷線

有明海沿岸道路-1

有明海沿岸道路-2

氷見・高岡道路

白根バイパス

現場１（計算値）

現場２（計算値）

現場３（計算値）

現場４（計算値）

現場５（計算値）

現場６（計算値）

現場７（計算値）
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主新潟港横越線-2実測

県道九田小島谷線実測

有明海沿岸道路-1実測

有明海沿岸道路-2実測

氷見・高岡道路実測

白根バイパス実測

上越三和道路Ｂ-1実測

現場７（計算値）

現場１（実測値）

現場２（実測値）

現場３（実測値）

現場４（実測値）

現場５（実測値）

現場６（実測値）

現場７（実測値）

試験盛土①

改良径 1000mm 改良体長さ 6.5m

工期 60日 改良率 21.7%

700kN/㎡
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改良土量 1,757 m3 改良強度
700kN/㎡

改良体本数 426 併用工法 表層改良
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試験盛土②

改良径 1000mm 改良体長さ 10.9～13.9m

工期 30日 改良率 8.7%

790kN/㎡
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改良土量 2,064 m3 改良強度
790kN/㎡

改良体本数 210 ジオテキスタイル
ひずみ0.75%:
>15kN/m
2 層
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５．施工事例
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ALiCC工法設計の注意点

• セメントコラムの強度設定を検討時にあまり高い
設定をすると，実地で施工不良を起こす。

• 当該地盤でほんとにその強度が実現できるのか
，予備検討などで見込みが甘いと，与えられた
予算内のもとで 強度を下げて改良率を上げる
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予算内のもとで，強度を下げて改良率を上げる
などの変更身動きがとれなくなったりする。

• 軟弱層が傾斜しているようなところでの適用に注
意し、改良率はむやみに下げないこと。

• その他、土工指針、土研センターの深層混合処
理マニュアルやDJM協会の注意事項に注意す
る必要がある。横断方向の追加調査などもぬか
りなくやること。


